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定な 3価あるいは 5価の超原子価状態を形成することができる。超原子価ヨウ素化合物はより安定な 8 偶子構造を持




3 価及び 5 価の超原子価ヨウ素試薬は各々異なる反応性を示すことが知られている。 3 価のヨウ素試薬では特に
PhIO (iodosobenzene) 、 PhI(OAc)z (phenyliodine diacetate) (PIDA) 、 PhI(OCOCF3)2 (phenyliodine bis 
(trif1uoroacetate)) (PIFA) 等の試薬に関する反応性の検討が国内外の研究グループにより活発に行われ、著者の所
属する研究室では 1980 年代前半から PIDA や PIFA を用いるブェノール誘導体の酸化反応等の有用な新規酸化反応
を開発すると共に、それらの反応を用いる生物活性天然物の全合成研究を行ってきた。
一方、 5 価のヨウ素試薬では 1983 年に開発された Dess-Martin 試薬 (DMP) が非常に有名であり、その合成中間
体である σiodoxybenzoicacid (IBX) と共にアルコールの緩和な酸化剤として有機合成において広く用いられている。
しかし、一般に高温 (2000C以上)や衝撃を与えると爆発することが知られており、その取り扱いには注意を要する
と共に、用時調製が必要であり、スケールアップが困難である等の問題が残されていた。
これに対し、 3 価のヨウ素試薬は安定で取り扱いが容易であるが、 5価のヨウ素試薬に比べ、アルコール類に対す
る酸化力は低く、例えば PhIO のみでは、加熱還流等の過酷な条件下においても生成物は低収率でしか得られていな
かった。そのため、 3 価のヨウ素試薬は、通常、遷移金属触媒や 2， 2 ， 6 ，6-tetramethy 1-I-piperidinyloxy (TEMPO) 
等の共酸化剤として用いられてきたが、 PhIO や PIDA はこれらを再生するために用いられているにすぎず、他の共












水中、 KBr 存在下で PhIO を用いて種々のアルコール類の酸化反応を検討した結果、これまで 3価のヨウ素試薬を




























有機ヨウ素化合物のヨウ素原子は大部分が 1 価の状態をとってし 1るが、ハロゲン原子の中で最も大きく、最も分極
し、また電気陰性度が最も小さく、安定な 3 価あるいは 5 価の超原子価状態を形成することができる。特に、 3 価の
ヨウ素試薬である PhIO や phenyliodine (皿) diacetate (PIDA) は安定で取り扱い易いが、 5 価のヨウ素試薬に比べ、




の利用が切望されていた。このような背景下、著者は 3価の超原子価ヨウ素試薬である PhIO を用いて水中で、のアル






著者が見出した上記の酸化反応において、 PhIO に代わり、ポリマー担持型超原子価ヨウ素試薬 (PDAIS) を用いて
試薬のリサイクルを可能にし、環境に優しい実用的な酸化反応へと展開した。
以上の成果は、博士(薬学)の学位論文に値するものと認める。
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